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＊共同研究機関 

 

順天堂大学病院 脳神経外科 教授 新井 一 

九州大学病院 脳神経外科 教授 飯原 弘二 

東京大学病院 脳神経外科 教授 斉藤 延人 

山口大学病院 脳神経外科 教授 鈴木 倫保 

東北大学病院 脳神経外科 教授 冨永 悌二 

大阪市立大学病院 脳神経外科 教授 大畑 建治 

山梨大学病院 脳神経外科 教授 木内 博之 

日本医科大学病院 脳神経外科 教授 森田 明夫 

藤田保健衛生大学坂文種報徳會病院 脳神経外科 教授 加藤 庸子 

獨協医科大学病院 脳神経外科 教授 金 彪 

広島大学病院 脳神経外科 教授 栗栖 薫 

杏林大学病院 脳神経外科 教授 塩川 芳昭 

岡山大学病院 脳神経外科 教授 伊達 勲 

奈良県立医科大学病院 脳神経外科 教授 中瀬 裕之 

新潟大学病院 脳神経外科 教授 藤井 幸彦 

信州大学病院 脳神経外科 教授 本郷 一博 

札幌医科大学病院 脳神経外科 教授 三國 信啓 

京都大学病院 脳神経外科 教授 宮本 享 

慶應義塾大学病院 脳神経外科 教授 吉田 一成 

名古屋大学病院 脳神経外科 教授 若林 俊彦 

岩手医科大学病院 脳神経外科 教授 小笠原 邦昭 

近畿大学病院 脳神経外科 教授 加藤 天美 

東京女子医科大学病院 脳神経外科 教授 川俣 貴一 

神戸大学病院 脳神経外科 教授 甲村 英二 

神戸市立医療センター中央市民病院 脳神経外科 教授 坂井 信幸 

大阪市立総合医療センター 小児脳神経外科 教育顧問 坂本 博昭 

国立循環器病研究センター 脳神経外科 部長 高橋 淳 

国立がん研究センター中央病院 脳脊髄腫瘍科 科長 成田 善孝 

埼玉医科大学国際医療センター 脳神経外科 教授 西川 亮 



日本大学病院 脳神経外科 教授 山本 隆充 

滋賀医科大学病院 脳神経外科 教授 野崎 和彦 

 

 

【既存の診療記録】を研究、調査、集計しますので、【新たな診察や検査、検体の採取】の

必要はありません。 

 

利用する情報からは、患者様を直接特定できる個人情報を削除し、主任施設である山形

大学に提供します。 

研究成果は今後の医学の発展に役立つように学会や学術雑誌などで発表しますが、

その際も患者様を特定できる個人情報は利用しません。 

 

この研究にご自分の診療記録等を利用することをご了解いただけない場合、またご不明

な点については、上記問い合わせ先までご連絡くださいますようお願いいたします。 

研究不参加を申し出られた場合でも、なんら不利益を受けることはありません。ただし、

同意取り消しの申し出をいただいたとき、すでに研究成果が論文などで公表されていた場

合や、試料や情報が匿名化されて個人が全く特定できない場合などには、結果を廃棄で

きないこともあり、引き続き使わせていただくことがあります。 


